
全能の神よ、聖なる福音をふさわしく告げるため、わたしの心と口を清めてください。 

福音のことばによって、わたしたちが罪から清められますように。 

主日の福音 2022/12/11(No.1211) 

待降節第 3 主日 (マタイ 11:2-11) 
イエスは私たちに「新しい景色」を見せてくださる 

 

今月、日本中がサッカーで沸きました。中には「ブラボー」と叫ん
で、はしゃいだ人もいるでしょう。「新しい景色を」という合言葉のも
とに、選手達は懸命に努力してくれました。応援もしました。クロアチ
アとの一戦は夜中の放送でした。観た人は相当眠かったはずです。  

「天の国で最も小さな者でも、彼よりは偉大である。」（11・11）
洗礼者ヨハネは、救い主とはこのような姿だろうという予想を持ってい
ました。予想していた姿と、耳に聞く姿とが違っていれば、確かめたく
なります。洗礼者ヨハネは弟子をイエスのもとに送ります。  

「来るべき方は、あなたでしょうか。それとも、ほかの方を待たな
ければなりませんか。」（11・3）遣わした洗礼者ヨハネの弟子たちが「行
って、見聞きしていることをヨハネに伝えなさい」（11・4）と告げられ
たことは、見たことのない「新しい景色」だったのでした。  

遣わした弟子から「新しい景色」を聞く洗礼者ヨハネは、態度を決
める必要があります。思い描いていた救い主の姿を見ることができなか
ったのでイエスを諦めるのか、思い込みを捨てて「新しい景色」に自分
を委ねるか、決断が必要でした。最終的に洗礼者ヨハネは、「新しい景
色」に身を委ねる決断をします。のちにヘロデの妻ヘロディアの策略で
命を落とすことになりますが、その時にはすでに、まだ見ぬ「新しい景
色」に思いを馳せていた。私はそう考えています。  

思い込みを捨てて、「新しい景色」に自分を委ねる。この態度は今
まさに私たちに求められていると思います。それは「新しいミサの式次
第」です。司式者も会衆の皆さんも、まだ戸惑いながら唱えています。
最近の中田神父で言いますと、聖体拝領の招きでつい「神の子羊の・・
・」と言ってしまいます。このたびの変更で「世の罪を取り除く神の子
羊」をまず言わなければなりません。  

先週の説教の続きで言えば、私は平日に何か追加でしなければなり
ません。ただ、私のことを棚に上げて言いますが、「言い間違えた人は
その回数だけ平日のミサに来なさい」と先週言いましたが、一人も来ま
せんでしたね。「主任司祭が忠告しても誰も見向きもしなくなったら、
そろそろ教会を異動すべき合図だ」と、先輩が言っておりました。  

ともかく私たちは「新しい景色」を見る機会を与えられたのです。
「昔が良かった」との思いを横に置いて、ミサの中で私たちを招いてお
られるイエス・キリストに信頼しましょう。神様は私たちに、新しいミ
サの式次第で、人生の中でベスト 8 に入るミサを見せてくれるはずです。 

考えてみてください。田平教会の馬小屋に、幼子イエスは、両手を
開いた姿で現れます。まるで司教様が「平和がみなさんとともに」と招
いているかのようです。それに対して私たちはどう答えるのでしょうか。
「またあなたとともに」と、当然答えるべきではないでしょうか？  
 

待降節第 4 主日 (マタイ 1:18-24) 


